
　令和７年10月19日八雲町議会議員選挙が行われ、14名の八雲町議会議員が選出され
ました。うち、新人議員が３名当選し、新たな体制で八雲町民の幸せと八雲町の発展
を目指して、議員一丸となり、全力投球で頑張ります。どうぞ応援してください。
令和７年11月11日に臨時会（当選後の初議会）が開催され、議長、副議長、各常任委員会の構成
などを決定しました。（詳細は17ページに掲載）
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【
総

括

質

疑
】

Ｑ
   Ｒ
６
年
度
の
決
算
に
お
け
る
成
果

と
課
題
、
報
道
に
よ
る
自
己
採
点
　
点
３０

の
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
八
雲
町
に
は

魅
力
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
町
の
伸

び
し
ろ
を
ど
う
考
え
る
か
。（
赤
井
）

Ａ
   成
果
と
し
て
は
、
近
隣
町
に
比
べ

人
口
減
少
率
が
低
か
っ
た
こ
と
。
そ
れ

は
、
雇
用
の
場
の
確
保
が
で
き
た
こ
と

に
よ
る
と
思
う
。
ふ
る
さ
と
納
税
が
あ

る
程
度
維
持
で
き
た
こ
と
。
課
題
は
企

業
訪
問
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
が
減
少
し
た
こ
と
。

八
雲
町
に
お
い
て
ふ
る
さ
と
納
税
は
貴

重
。
自
己
評
価
　
点
は
、
企
業
誘
致
に

３０

町
の
支
出
が
多
か
っ
た
こ
と
、
医
師
確

保
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由
。

八
雲
町
の
伸
び
し
ろ
は
新
幹
線
。
予
定

通
り
開
通
し
て
い
た
ら
、
医
師
の
確
保

を
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
企
業
誘
致
が
で

き
て
い
た
が
、
開
通
が
伸
び
た
の
で
、

今
後
も
企
業
誘
致
や
省
庁
分
化
に
向
け

て
民
間
の
立
場
で
も
、
全
力
で
協
力
し

て
い
き
た
い
。（
町
長
）

【
総
　
務
　
費
】

新
役
場
庁
舎
等
整
備
事
業

Ｑ
   役
場
新
庁
舎
に
地
元
の
木
材
は
ど

の
程
度
使
わ
れ
る
の
か
。で
き
れ
ば
地

元
の
木
材
を
多
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
。

（
倉
地
）

Ａ
   地
元
木
材
を
多
く
使
い
た
い
と

我
々
も
思
っ
て
い
る
。
配
慮
し
て
い
き

た
い
。（
新
庁
舎
建
設
推
進
室
長
）

自
動
車
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業

Ｑ
   運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
ハ
イ

ヤ
ー
利
用
助
成
金
に
つ
い
て
、
予
算
額

が
　
万
８
千
円
に
対
し
、
決
算
額
は
　

２３１

１３２

万
円
。
自
主
返
納
の
利
用
者
が
少
な
い

と
思
わ
れ
る
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
。（
斎
藤
）

Ａ
   毎
月
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
請
求
は

あ
る
。
今
後
の
推
移
と
し
て
は
、
現
状

維
持
と
見
込
ん
で
い
る
。（
交
通
防
犯

係
主
査
）

Ａ
   こ
の
制
度
は
申
請
か
ら
３
か
年
継

続
す
る
も
の
だ
が
、
入
院
や
施
設
入
所

等
で
途
中
で
止
め
ら
れ
る
方
も
い
る
。

申
請
数
も
使
用
数
も
そ
の
時
々
で
変
動

す
る
が
、
で
き
る
だ
け
固
く
見
積
も
っ

て
い
る
。（
危
機
対
策
課
長
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

Ｑ
   今
後
の
見
通
し
は
？
（
赤
井
）

Ａ
   　
人
分
予
算
化
し
て
い
た
が
、
７

１９

人
減
で
執
行
残
が
出
た
。
今
後
も
募
集

業
務
を
工
夫
し
、
魅
力
あ
る
取
り
組
み

を
目
指
す
。
受
入
先
が
決
ま
っ
て
か
ら

募
集
を
し
て
い
る
。
地
域
で
必
要
だ
と

い
う
声
が
あ
れ
ば
対
応
に
向
け
て
協
議

す
る
こ
と
は
可
能
。（
政
策
推
進
課
長
）

Ｑ
   他
の
自
治
体
で
は
、
挑
戦
し
た
い

こ
と
を
や
っ
て
み
て
！
と
い
う
募
集
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
八
雲
町
で

は
出
来
な
い
の
か
？
（
三
澤
）

Ａ
   八
雲
町
は
確
実
に
移
住
・
定
住
に

繋
げ
て
い
き
た
い
の
で
、
そ
う
し
た
取

り
組
み
は
現
段
階
は
考
え
て
い
な
い
。

（
政
策
推
進
課
長
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

Ｑ
   町
内
会
加
入
１
世
帯
あ
た
り
　
円
５００

を
助
成
し
て
い
る
が
、
町
内
会
に
加
入

し
な
い
世
帯
が
増
え
て
い
る
。
全
町
の

何
％
が
町
内
会
に
加
入
し
て
い
る
の
か
。

（
大
久
保
）

Ａ
   八
雲
地
域
が
　
世
帯
、
熊
石
地
域

５０１８

が
　
世
帯
、
合
わ
せ
て
　
世
帯
で
約
　

９６２

５９８０

７４

％
が
町
内
会
に
加
入
し
て
い
る
。（
政

牧野　仁　委員長

町民の幸せにつながったか？

令和６年度決算審査
右のＱＲコードから決算委員会の中継を
見ることができます

１日目 ２日目 ３日目
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策
推
進
課
長
）

Ｑ
   年
々
、
町
内
会
に
入
る
世
帯
が

減
っ
て
い
る
。
メ
リ
ッ
ト
を
打
ち
出
そ

う
と
す
る
が
、
理
解
さ
れ
ず
、
脱
退
、

解
散
が
相
次
い
で
い
る
。
例
え
ば
、
町

内
会
加
入
者
に
生
ゴ
ミ
の
収
集
袋
を
配

布
す
る
の
は
好
評
だ
が
、
各
町
内
会
が

存
続
し
や
す
い
施
策
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。（
大
久
保
）

Ａ
   町
内
会
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯

が
あ
っ
て
も
、
街
路
灯
料
金
は
町
内
会

が
払
う
な
ど
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
災
害
時
の
助
け
合
い
の
よ

う
に
、
何
か
町
内
会
に
入
っ
て
い
る
と

有
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
極
め
た

い
。（
町
長
）

Ｑ
   加
入
率
が
低
い
の
に
、
こ
の
計
算

式
で
い
い
の
か
。（
三
澤
）

Ａ
   町
内
会
活
動
の
活
発
化
を
め
ざ
し

て
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
が

あ
る
の
だ
が
、
町
連
協
の
役
員
と
も
協

議
し
て
対
応
し
た
い
。（
政
策
推
進
課

長
）

地
域
会
館
整
備
事
業

Ｑ
   備
品
に
対
し
て
も
補
助
金
が
出
る

ル
ー
ル
と
な
っ
た
の
か
。
災
害
備
蓄
品

は
認
め
ら
れ
る
の
か
。（
赤
井
）

Ａ
   ル
ー
ル
を
決
め
、
各
町
内
会
か
ら

の
要
望
も
出
て
き
て
い
る
。
災
害
時
し

か
使
わ
な
い
物
は
災
害
備
蓄
で
対
応
す

る
が
、
具
体
的
な
区
別
は
ま
だ
明
確
で

は
な
い
。（
政
策
推
進
課
長
）

津
波
避
難
計
画
改
定
事
業

Ｑ
   こ
の
事
業
は
完
成
し
た
の
か
。
内

容
は
７
月
　
日
の
津
波
警
報
避
難
に
ど

３０

れ
く
ら
い
活
か
さ
れ
た
の
か
（
赤
井
）

Ａ
   ３
月
に
完
成
し
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
も
う
と
い
う
矢
先
の
避
難
だ
っ
た
の

で
、
課
題
は
多
か
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。（
危
機
対
策
課
長
）

Ｑ
   避
難
計
画
は
実
施
で
き
た
の
か
、

今
後
実
施
予
定
な
の
か
（
三
澤
）

Ａ
   今
後
、
町
内
会
等
と
訓
練
を
含
め
、

色
々
と
工
夫
し
な
が
ら
連
携
を
深
め
、

取
り
組
ん
で
い
く
。（
危
機
対
策
課
長
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
受
入
事
業

Ｑ
   ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
が
い
な
く
な

り
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
大
学
に
貸

す
と
い
う
事
だ
が
、
年
間
何
日
活
用
し

た
の
か
。
せ
っ
か
く
家
電
も
そ
ろ
え
て

い
る
の
に
、
ほ
ぼ
空
き
室
状
況
で
は
部

屋
が
傷
む
だ
け
。
病
院
の
実
習
生
に
提

供
す
る
な
ど
、
も
っ
と
有
効
活
用
す
べ

き
で
は
。（
赤
井
）

Ａ
   上
智
大
学
　
人
に
４
日
間
活
用
。

１２

今
後
、
売
り
払
い
を
考
え
て
い
る
が
、

決
ま
る
ま
で
は
、
収
益
を
伴
わ
な
い
活

用
は
可
能
だ
と
思
う
の
で
協
議
す
る
。

（
町
長
）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
奨
励
事
業

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
積
立
金

Ｑ
   こ
れ
か
ら
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
は
、
金
額
が
下
が
る
可
能
性
が
高
い
。

　
寄
附
金
上
位
の
自
治
体
に
は
、
八
雲

よ
り
人
口
が
少
な
い
町
も
あ
る
。
そ
こ

は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
新
た
な

可
能
性
を
探
る
こ
と
な
ど
を
外
部
発
注

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
外
部
発
注
を
検

討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。（
関
口
）

Ａ
   検
討
し
た
が
な
か
な
か
難
し
く
、

議
論
が
進
ま
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
一
つ
の
会
社
に
寄
り
す
ぎ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
反
省
点
は
あ
る
。

　
９
月
に
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
廃
止
さ
れ

る
が
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
す
る
ぐ
ら

い
の
気
持
ち
で
議
論
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。（
町
長
）

電
子
契
約
導
入
事
業

Ｑ
   　
万
円
と
い
う
予
算
が
付
い
て
い

１１０

た
の
に
、
な
ぜ
０
円
な
の
か
。（
佐
藤
）

Ａ
   見
積
合
わ
せ
を
実
施
し
た
結
果
、

導
入
費
用
が
１
円
、
利
用
料
が
１
円
の

計
２
円
の
見
積
金
額
だ
っ
た
。
今
回
契

約
し
た
業
者
に
つ
い
て
は
、
道
内
で
は

　
自
治
体
が
契
約
し
、
北
海
道
も
同
じ

１５業
者
と
の
契
約
に
な
っ
て
い
る
。（
会

計
課
長
）

Ｑ
   ハ
ン
コ
が
な
く
な
っ
て
契
約
と
い
う

も
の
が
す
ご
く
便
利
に
な
っ
た
と
思
う
。

た
だ
、
部
署
に
よ
っ
て
進
ん
で
い
る
と
こ

ろ
と
、
進
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。進
捗
率
は
ど
れ
く
ら

い
か
。（
大
久
保
）

Ａ
   ４
月
か
ら
８
月
末
ま
で
で
　
件
。

２２１

概
算
で
は
あ
る
が
全
体
の
契
約
数
は
　２３５

件
で
進
捗
率
は
　
％
と
な
っ
て
い
る
。

９４

（
会
計
課
長
）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
事
業

Ｑ
   始
ま
っ
て
１
年
（
令
和
６
年
度
か

ら
）
に
な
る
が
、
進
捗
は
ど
の
く
ら
い

か
。（
大
久
保
）

Ａ
   昨
年
の
　
月
か
ら
開
始
さ
れ
年
度

１１

を
ま
た
い
だ
８
月
末
の
件
数
は
　
件
。

７２９７

住
民
票
等
戸
籍
関
係
の
書
類
を
発
行
し

て
い
る
。
こ
の
う
ち
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
件
数
は
　
件
、
利
用
率
は
、　

８７８

１２

％
に
な
っ
て
い
る
。（
会
計
課
長
）

関口正博　副委員長
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予
定
数
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、
年
間

の
証
明
書
の
発
行
件
数
が
約
１
万
６
千

～
１
万
７
千
件
あ
る
の
で
、
利
用
は
ま

だ
ま
だ
少
な
い
。（
住
民
生
活
課
長
）

熊
石
地
域
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
事
業

Ｑ
   利
用
状
況
は
ど
う
か
。（
関
口
）

Ａ
   デ
ジ
タ
ル
機
器
の
使
用
方
法
の
講

座
や
研
修
な
ど
、
毎
週
水
曜
日
等
、
熊

石
３
箇
所
で
北
海
道
の
補
助
制
度
を
活

用
し
て
実
施
し
て
い
る
。
集
学
校
に
委

託
し
て
お
り
、
開
催
数
は
、　

回
で
、

９０

利
用
者
は
　
人
弱
が
利
用
し
て
い
る
。

４００

携
帯
電
話
の
操
作
方
法
な
ど
が
主
な
内

容
。（
地
域
振
興
課
長
）

Ｑ
   八
雲
側
で
も
で
き
な
い
か
。取
り

組
み
は
必
要
だ
と
思
う
が
。（
関
口
）

Ａ
   八
雲
地
域
は
国
の
補
助
の
区
域
外

と
な
っ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
教
育
関

連
分
野
で
の
新
た
な
仕
組
み
や
新
た
な

業
種
へ
の
支
援
な
ど
は
、
今
後
考
え
る
。

（
政
策
推
進
課
長
）

Ｑ
   社
会
教
育
、
生
涯
学
習
の
範
囲
で

あ
れ
ば
教
育
関
係
か
ら
国
等
の
補
助
金

を
活
用
で
き
る
の
で
は
。（
三
澤
）

Ａ
   パ
ソ
コ
ン
教
室
等
の
支
援
は
す
で

に
行
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
要
望
が
あ
れ

ば
支
援
は
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

（
政
策
推
進
課
長
）

【
衛
　
生
　
費
】

風
疹
し
ん
加
的
対
策
事
業

【
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
昭
和
　
年
４

３７

５４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
が
対
象
。】

Ｑ
   令
和
元
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で
で
、

検
査
対
象
者
数
が
　
人
、
受
診
者
数
　

１８５０

６４９

人
。
令
和
６
年
度
は
検
査
人
数
　
人
に

６２

対
し
、
接
種
人
数
が
　
人
。
接
種
者
が

１９

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
今
後
は
ど
う

す
る
の
か
。（
佐
藤
）

Ａ
   こ
の
制
度
は
令
和
７
年
３
月
　
日
３１

ま
で
で
令
和
６
年
度
を
も
っ
て
終
了
と

さ
れ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
継
続
は
あ

り
ま
せ
ん
。（
保
健
福
祉
課
長
）

【
労
　
働
　
費
】

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
奨
励
金
事
業

Ｑ
   こ
の
制
度
は
一
度
立
ち
止
ま
っ
て

見
直
す
と
し
て
い
た
が
、
今
後
の
方
向

は
。（
佐
藤
）

Ａ
   令
和
８
年
度
も
継
続
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。【
　
歳
未
満
で
１
年
以
内
に

５０

町
内
の
事
業
所
の
正
規
雇
用
に
な
っ
た

者
。
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
等
が
条
件
。】
早
期
退
職
に
対
す
る
奨

励
金
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
制
度
変
更

に
向
け
て
精
査
し
て
い
る
。（
商
工
観

光
労
政
課
長
）

【
農
林
水
産
業
費
】

農
作
物
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
推
進
事
業

Ｑ
   農
作
物
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め

の
侵
入
防
止
柵
（
電
気
牧
柵
）
を
設
置

に
対
す
る
補
助
だ
が
、
ク
マ
の
出
没
が

頻
繁
な
現
在
、
も
っ
と
予
算
を
付
け
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。（
佐
藤
）

Ａ
   昨
日
の
夜
も
落
部
地
域
に
ク
マ
が

出
た
。
熊
石
地
域
は
八
雲
地
域
以
上
に

ク
マ
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
シ
カ
の
出

没
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え

た
う
え
で
の
予
算
措
置
は
必
要
と
考
え

る
。（
町
長
）

Ｑ
   電
気
牧
柵
の
設
置
実
績
に
つ
い
て
、

決
算
で
は
５
件
、
今
年
度
予
算
で
は
　１０

件
と
な
っ
て
い
る
が
、
上
限
　
万
円
で

１５

は
、
足
り
な
い
の
で
は
。（
倉
地
）

Ａ
   畑
を
守
る
た
め
の
電
気
牧
柵
で
あ

り
、
頻
繁
に
出
没
す
る
よ
う
な
場
所
や

人
的
被
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
対
応
を

し
て
い
く
。（
町
長
）

Ｑ
   上
限
　
万
円
と
い
う
の
が
使
い
づ

１５

ら
い
の
で
は
な
い
か
。
電
気
牧
柵
は
設

置
し
た
後
も
、
漏
電
防
止
の
た
め
の
草

Ｑ
   税
金
の
支
払
い
に
は
対
応
で
き
な

い
の
か
。（
大
久
保
）

Ａ
   決
ま
っ
た
金
額
の
手
数
料
し
か
対

応
し
て
い
な
い
。
固
定
資
産
税
や
軽
自

動
車
税
は
（
地
方
税
統
一
）　

コ
ー
ド

QR

（
　
エ
ル－
キ
ュ
ー
ア
ー
ル
）
を
利
用

eL-QR
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
自
宅
で

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
き
る
。
今
後

は
、
税
目
を
増
や
す
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。（
会
計
課
長
）

Ｑ
   水
道
料
金
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が

進
ん
で
い
な
い
。
足
並
み
を
揃
え
な
い

の
か
。（
大
久
保
）

Ａ
   一
般
会
計
と
企
業
会
計
は
シ
ス
テ

ム
が
違
う
の
で
簡
単
に
出
来
な
い
。

（
会
計
課
長
）

Ａ
   将
来
的
に
は
、　

決
済
を
導
入
し

QR

た
い
。
令
和
８
年
度
ま
で
は
今
の
シ
ス

テ
ム
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
９
年
度
以
降
に
対
応
で
き
る
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。（
環
境
水
道
課
長
）

証
明
書
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

Ｑ
   コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
を
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
見
込
ん
で
い
た
利
用
数
と
比
較

し
て
そ
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。　（
佐

藤
）

Ａ
   ２
月
に
開
始
し
、
８
月
の
時
点
で
、

毎
月
約
　
件
の
利
用
で
、
住
民
票
と
印

９０

鑑
証
明
の
交
付
で
あ
る
。
利
用
状
況
の

検
査
し
て
抗
体
が
あ
る
か
な
い
か
で
接

種
す
る
も
の
な
の
で
、
結
果
、
接
種
人

数
が
少
な
い
（
三
澤
）
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刈
り
や
除
草
剤
も
必
要
だ
。
上
限
額
を

上
げ
る
べ
き
。
申
し
込
み
段
階
で
の
希

望
者
の
声
は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
。

（
三
澤
）

Ａ
   １
戸
当
た
り
　
万
円
、　

戸
分
を

１５

１０

想
定
し
て
　
万
円
の
予
算
と
し
て
い
る
。

１５０

２
分
の
１
が
上
限
な
の
で
事
業
費
　
万
３０

円
の
半
分
を
補
助
し
て
い
る
。
当
初
は

こ
の
制
度
設
計
で
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度

の
畑
に
対
応
で
き
る
も
の
と
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
昨
今
の
物
価
の
上
昇
等
で

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
対
応
す
る
こ
と
が

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
と
考
え

る
。
今
後
は
、
設
置
補
助
の
拡
大
や
適

切
な
設
置
方
法
、
管
理
方
法
も
含
め
対

応
を
考
え
て
い
き
た
い
。（
農
林
課
長
）

有
害
獣
駆
除
対
策
事
業

狩
猟
免
許
等
取
得
費
補
助
金

Ｑ
   有
害
駆
除
の
実
績
は
予
算
を
残
し

て
い
る
。
更
に
狩
猟
免
許
取
得
実
績
０

円
。
想
定
さ
れ
た
頭
数
が
捕
獲
で
き
る

よ
う
、
罠
猟
や
取
得
対
象
を
増
や
す
な

ど
の
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
（
三
澤
）

Ａ
   ６
年
度
は
狩
猟
免
許
取
得
の
希
望

が
な
か
っ
た
が
，
今
年
度
は
今
の
と
こ

ろ
２
名
か
ら
相
談
が
あ
る
。
捕
獲
の
報

酬
費
で
鹿
は
上
回
っ
て
い
る
が
、
熊
が

低
下
。
出
動
回
数
が
減
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
罠
猟
の
補
助
要
請
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。
今
後
も
猟
友
会
と
相
談
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。（
農
林
課
長
）

Ｑ
   ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
も
工
夫
が
必
要

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
出
動
費
の
値
上

げ
も
必
要
（
三
澤
）

Ａ
   ６
年
度
の
捕
獲
は
な
か
っ
た
が
、

７
年
度
は
、
箱
罠
で
５
頭
の
ア
ラ
イ
グ

マ
を
捕
獲
し
て
い
る
。
出
動
報
償
費
は
、

４
年
度
に
見
直
し
し
て
い
る
が
、
銃
弾

の
値
上
げ
等
も
あ
る
の
で
、
ハ
ン
タ
ー

と
相
談
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

（
農
林
課
長
）

Ｑ
   熊
の
駆
除
に
対
す
る
法
律
が
変

わ
っ
た
。
そ
の
こ
と
で
、
関
係
者
間
の

対
応
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
（
大
久
保
）

Ａ
   緊
急
獣
猟
と
い
う
こ
と
で
、
９
月

か
ら
法
律
改
正
さ
れ
る
が
、
５
月
に
警

察
や
ハ
ン
タ
ー
、
総
合
振
興
局
、
役
場

関
係
者
で
訓
練
を
実
施
。
今
後
、
近
隣

町
含
め
八
雲
町
で
関
係
者
と
訓
練
を
行

う
。（
農
林
課
長
）

Ｑ
   万
が
一
、
家
屋
等
に
損
害
を
与
え

た
場
合
の
補
償
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
そ
の
場
合
の
責
任
者
は
誰
に
な
る

の
か
。
町
職
員
で
狩
猟
免
許
を
取
得
し

て
い
る
職
員
は
何
人
か
。
今
後
増
や
す

べ
き
で
は
な
い
か
。（
大
久
保
）

Ａ
   緊
急
獣
猟
に
お
い
て
物
損
が
あ
っ

た
場
合
の
た
め
に
、
自
治
体
が
保
険
に

加
入
し
保
障
す
る
。
人
身
事
故
は
国
家

賠
償
法
に
基
づ
く
保
障
を
実
施
自
治
体

が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
最
終
的

に
は
町
長
が
責
任
者
。
現
在
の
免
許
所

有
者
は
４
名
。
免
許
の
補
助
制
度
の
周

知
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。（
農
林
課

長
）

Ｑ
   八
雲
警
察
署
は
ど
う
い
っ
た
立
ち

位
置
で
加
入
す
る
の
か
。（
三
澤
）

Ａ
   職
務
執
行
法
に
よ
り
、
警
察
官
の

命
令
で
発
砲
す
る
こ
と
は
出
来
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
協
力
体
制
は
構

築
さ
れ
て
い
る
。（
農
林
課
長
）

コ
ン
ブ
資
源
増
大
事
業

Ｑ
   こ
の
事
業
の
概
要
を
改
め
て
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。（
関
口
）

Ａ
   八
雲
管
内
は
、
ス
ポ
ア
バ
ッ
ク
と

い
う
袋
状
の
も
の
に
コ
ン
ブ
の
母
藻
を

入
れ
て
、
適
正
な
漁
場
に
投
入
し
、
コ

ン
ブ
発
生
を
促
す
取
組
。
落
部
管
内
は
、

地
域
の
コ
ン
ブ
漁
場
の
環
境
調
査
に
水

中
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い

る
も
の
。（
水
産
課
長
）

Ｑ
   天
然
コ
ン
ブ
の
資
源
は
少
な
い
。

今
年
、
八
雲
管
内
で
１
番
水
揚
げ
の
多

い
山
越
地
区
で
も
１
週
間
程
度
、
落
部

地
区
に
お
い
て
は
、
１
日
で
漁
が
終

わ
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
今
、
落
部
地
区
で
は
、
養
殖
コ
ン
ブ

の
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
養
殖

事
業
を
熊
石
地
域
も
含
め
た
八
雲
町
全

体
で
し
っ
か
り
と
行
政
と
し
て
コ
ン
ブ

の
生
産
に
つ
い
て
取
り
組
む
べ
き
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。（
関
口
）

Ａ
   現
在
、
コ
ン
ブ
礁
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
落
部
管
内
で
は
養
殖

試
験
も
行
わ
れ
て
い
る
。
コ
ン
ブ
は
海

水
の
高
水
温
化
に
よ
り
水
揚
げ
が
減
少

し
て
い
る
。
養
殖
で
は
、
コ
ン
ブ
種
苗

糸
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
課
題
が
多
い
。
漁
協
や
北
海
道
と

相
談
し
て
い
き
な
が
ら
支
援
を
考
え
て

い
き
た
い
。（
水
産
課
長
）

Ｑ
   コ
ン
ブ
礁
に
は
昨
年
コ
ン
ブ
が
付

か
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
原
因

は
何
か
。（
黒
島
）

Ａ
   令
和
２
年
か
ら
落
部
、
山
越
に
　５０

基
ず
つ
、
現
在
　
基
が
整
備
さ
れ
て
い

３５０

る
。
令
和
２
年
度
か
ら
５
年
度
に
整
備

し
た
コ
ン
ブ
礁
に
は
、
全
体
で
約
　
％
８４

繁
茂
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
イ
ナ
メ
、

メ
バ
ル
類
と
い
っ
た
魚
種
、
ウ
ニ
、
ホ

ヤ
等
の
動
物
類
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、

施
設
整
備
の
効
果
は
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

（
水
産
課
長
）

Ｑ
   コ
ン
ブ
礁
（
ア
ル
ガ
リ
ー
フ
）
は
、
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で
き
な
い
。（
産
業
課
長
）

【
商
　
工
　
費
】

商
工
振
興
事
業
費
補
助
金

中
小
企
業
育
成
資
金
保
証
料
補
助
金

中
小
企
業
育
成
資
金
貸
付
金

町
内
事
業
者
経
営
安
定
支
援
事
業

中
小
企
業
等
設
備
導
入
支
援
事
業

Ｑ
   町
長
は
企
業
誘
致
に
ば
か
り
力
を

入
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
れ

ら
の
補
助
金
を
見
る
と
地
元
企
業
の
事

も
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ

れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
取

り
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
か
（
赤
井
）

Ａ
   企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
て
き
た
の

は
確
か
。
し
か
し
、
地
元
企
業
に
お
い

て
も
雇
用
拡
大
、
働
く
場
所
の
確
保
は

考
え
て
き
た
。
地
方
創
生
の
中
で
民
間

も
使
え
る
補
助
金
も
出
来
た
の
で
、
今

後
商
工
業
者
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
事
業

継
承
が
図
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た

い
。
ぺ
コ
レ
ラ
が
独
立
し
た
の
は
一
つ

の
成
果
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
足
り
な

い
。
今
後
ふ
る
さ
と
納
税
の
商
品
を
増

や
し
て
い
く
よ
う
、
民
間
の
力
も
借
り

て
い
く
。（
町
長
）

【
土
　
木
　
費
】

都
市
公
園
等
修
繕
事
業

Ｑ
   公
園
の
考
え
方
だ
が
、
近
年
、
気

温
が
高
く
な
り
す
べ
り
台
が
熱
く
て
使

用
で
き
な
い
な
ど
気
象
条
件
が
変
化
し

て
い
る
。

　
八
雲
地
域
は
水
辺
で
遊
べ
る
場
所
が

さ
ら
ん
べ
公
園
し
か
な
い
。
プ
ー
ル
以

外
に
も
水
に
親
し
め
る
場
所
、
涼
め
る

よ
う
な
場
所
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は

な
い
か
。（
大
久
保
）

Ａ
   水
と
ふ
れ
あ
う
場
所
、
雨
が
降
っ

て
も
子
供
が
遊
べ
る
場
所
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
徳
川
公
園
は
、
水
で
遊

べ
る
場
所
、
日
陰
等
を
整
備
す
る
場
所

に
適
し
て
い
る
と
思
う
の
で
今
後
、
検

討
し
て
い
く
。（
町
長
）

【
教
　
育
　
費
】

木
彫
り
熊
百
周
年
記
念
事
業

Ｑ
   テ
レ
ビ
放
映
に
お
い
て
、
こ
の
予

算
の
効
果
は
あ
っ
た
の
か
？
（
赤
井
）

Ａ
   自
分
の
監
督
不
行
き
届
き
で
不
十

分
だ
っ
た
。
町
の
歴
史
に
つ
い
て
も
必

要
だ
っ
た
。（
町
長
）

Ａ
   映
像
制
作
放
送
に
関
し
て
、
尾
張

徳
川
家
の
移
住
の
歴
史
や
木
彫
り
熊
の

発
祥
、
木
彫
り
熊
の
歴
史
の
３
点
に
つ

い
て
、
歴
史
資
料
に
基
づ
き
　
分
の
番

２４

組
と
し
て
制
作
し
た
。
こ
の
番
組
と
八

雲
町
の
Ｐ
Ｒ
を
チ
カ
ホ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
行
っ
た
。（
社
会
教
育
課
長
）

Ｑ
   木
彫
り
熊
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
は

公
の
力
も
大
き
い
け
れ
ど
、
近
年
民
間

で
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
の
力
も
大
き

い
と
思
う
。
そ
う
し
た
人
た
ち
と
の
連

携
も
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
三
澤
）

Ａ
   木
彫
り
熊
の
歴
史
と
Ｐ
Ｒ
が
目
的

だ
っ
た
が
、
も
っ
と
多
く
の
意
見
を
入

れ
る
べ
き
だ
っ
た
と
深
く
反
省
し
て
い

る
。（
町
長
）

地
域
部
活
動
推
進
事
業

Ｑ
   予
算
　
万
６
千
円
の
と
こ
ろ
　
万

３９

１２

６
千
円
の
決
算
。
研
修
会
等
を
行
っ
て

い
く
と
聞
い
て
い
る
が
、
今
後
さ
ら
に

進
め
る
考
え
は
あ
る
の
か
。（
倉
地
）

Ａ
   こ
の
金
額
は
検
討
協
議
会
委
員
の

謝
礼
分
。
検
討
協
議
会
が
今
後
継
続
す

る
か
ど
う
か
は
検
討
中
。（
体
育
課
長
）

学
校
給
食
費
無
償
化
事
業

Ｑ
   ６
年
度
は
予
算
内
で
間
に
合
っ
て

い
る
が
、
近
年
、
米
を
含
め
た
食
材
費

の
高
騰
に
現
状
で
対
応
で
き
る
の
か
。

近
隣
町
と
の
比
較
で
ど
れ
く
ら
い
の
位

置
か
。（
大
久
保
）

Ａ
   ６
年
度
全
体
の
決
算
で
は
、
食
材

き
れ
い
に
掃
除
し
な
い
と
コ
ン
ブ
の
胞

子
が
付
か
な
い
。
せ
っ
か
く
何
億
円
も

か
け
て
毎
年
施
設
を
整
備
し
て
い
る
の

だ
か
ら
、
有
効
的
に
漁
業
者
が
水
揚
げ

で
き
る
よ
う
な
方
法
を
考
え
る
べ
き
だ
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

（
黒
島
）

Ａ
   ア
ル
ガ
リ
ー
フ
は
一
定
期
間
経
つ

と
効
果
は
薄
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
管
理

方
法
が
い
い
か
設
置
者
で
あ
る
北
海
道

や
水
産
普
及
指
導
所
、
コ
ン
ブ
礁
を
開

発
し
た
業
者
に
情
報
提
供
い
た
だ
き
な

が
ら
、
関
係
機
関
と
検
討
し
て
い
く
。

（
水
産
課
長
）

Ｑ
   以
前
は
投
石
し
て
漁
場
造
り
し
て

い
た
。
コ
ン
ブ
の
成
長
も
い
い
し
、
胞

子
の
付
き
も
い
い
と
聞
い
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
コ
ン
ブ
に
ふ
さ
わ
し
い
漁
場

づ
く
り
も
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
熊
石
地
域
の
水
産
試
験
研
究

施
設
に
お
い
て
、
コ
ン
ブ
種
苗
を
作
る

際
、
お
湯
を
必
要
と
す
る
が
、
ボ
イ

ラ
ー
が
小
さ
く
、
種
苗
が
で
き
な
い
と

聞
い
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
か
。（
黒
島
）

Ａ
   雑
海
藻
等
が
付
か
な
い
よ
う
に
海

水
を
　
度
以
上
の
お
湯
で
滅
菌
す
る
必

８０

要
が
あ
る
。
現
在
は
、
海
洋
深
層
水
を

ガ
ス
で
温
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

作
業
に
時
間
が
か
か
る
た
め
少
量
し
か
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賄
い
費
で
切
迫
し
て
い
る
。
６
年
度
は

７
％
値
上
げ
を
し
た
が
、
現
時
点
で
は
、

食
材
が
　
％
値
上
が
り
し
て
い
る
の
で
、

１２

状
況
に
合
わ
せ
て
値
上
げ
も
考
え
ら
れ

る
。
近
隣
町
で
は
中
間
に
位
置
し
て
い

る
。（
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

【
歳
　
入
】

収
入
未
済
額
に
つ
い
て

Ｑ
   収
入
未
済
額
が
毎
年
あ
ま
り
変

わ
っ
て
い
な
い
。
不
納
欠
損
に
繋
が
っ

て
い
く
と
思
う
。
ど
う
考
え
る
か
。

（
斎
藤
）

Ａ
   一
定
の
方
が
滞
納
し
て
い
る
。
無

財
産
や
生
活
困
窮
者
な
ど
で
あ
る
。
一

定
期
間
経
つ
と
不
納
欠
損
に
至
っ
て
い

る
。（
財
務
課
長
）

【
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　
　
特
別
会
計
】

Ｑ
   保
険
給
付
費
が
前
年
度
比
約
７
千

７
百
万
円
減
と
な
っ
て
い
る
。
会
計
全

般
に
わ
た
り
積
立
金
（
基
金
）
も
あ
り
、

良
か
っ
た
と
思
う
が
、
診
療
報
酬
減
収

は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
レ
セ
プ
ト
点
検
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。（
斎
藤
）

Ａ
   後
期
高
齢
者
医
療
に
移
行
し
た
方

が
多
い
の
で
、
医
療
費
が
下
が
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
レ
セ
プ
ト
の
点
検
は

国
保
連
合
会
に
委
託
し
て
い
る
。（
国

民
健
康
保
険
係
長
）

【
熊
石
地
域
簡
易
水
道

　
　
　
　
　
特
別
会
計
】

Ｑ
   以
前
か
ら
続
い
て
い
る
が
、
漏
水

が
改
善
さ
れ
な
い
。
町
に
と
っ
て
も
住

民
に
と
っ
て
も
経
費
が
無
駄
で
は
な
い

か
。（
佐
藤
）

Ａ
   漏
水
は
管
の
老
朽
化
が
主
な
原
因
。

夜
間
に
見
守
り
、
漏
水
箇
所
の
調
査
を

行
い
対
処
し
て
い
る
。
過
去
に
行
っ
た

調
査
で
は
、
事
業
者
へ
委
託
し
、
大
き

く
調
査
、
修
繕
を
図
っ
た
が
、
さ
ら
に

新
た
な
漏
水
が
発
生
し
、
そ
の
効
果
は

限
定
的
で
あ
っ
た
。

　
現
状
は
、
地
元
に
緊
急
対
応
可
能
な

事
業
者
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
町
の
直

営
等
で
復
旧
を
行
っ
て
い
る
。
水
道
本

管
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
工
事
の
際
に

ほ
ぼ
入
れ
替
え
が
終
了
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
各
家
庭
に
引
き
込
む
部
分
で
の

漏
水
が
主
な
原
因
で
あ
り
、
事
前
に
把

握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。（
地
域

振
興
課
長
）

Ａ
   熊
石
地
域
は
、
地
形
的
に
砂
利
混

じ
り
の
地
質
が
多
く
、
な
か
な
か
表
面

に
水
が
出
て
き
に
く
い
。表
面
に
水
が
出

て
、
発
見
に
至
っ
た
時
は
、
早
急
に
対
処

し
て
い
る
。（
地
域
振
興
課
参
事
）

Ｑ
   有
収
率
　
％
と
い
う
数
字
は
深
刻

３２.９

で
は
な
い
か
。
７
割
近
い
水
が
お
金
に

換
金
さ
れ
な
い
ま
ま
ど
こ
か
に
行
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
抜
本
的
な
解
決
に
は
、

管
を
入
れ
替
え
る
の
に
、
こ
れ
だ
け
の

費
用
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
計
画
的
に

修
繕
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
。
住
民
に
水
を

供
給
し
続
け
る
責
任
を
負
っ
て
い
て
大

変
だ
と
思
う
が
努
力
し
て
ほ
し
い
。

（
三
澤
）

Ａ
   事
前
に
枝
管
部
分
を
掘
り
起
こ
し

て
調
査
し
て
い
く
に
は
、
相
当
の
費
用

が
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
対
応
と
し
て

は
で
き
て
い
な
い
。
有
収
率
が
低
い
と

い
う
現
状
は
、
担
当
課
と
し
て
も
、
い

い
数
字
と
は
考
え
て
は
い
な
い
。
少
し

で
も
有
収
率
が
上
が
る
よ
う
対
処
し
た

い
。（
地
域
振
興
課
長
）

【
病
院
事
業
会
計
】

Ｑ
   病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い

る
と
地
域
医
療
ブ
ロ
グ
に
「
大
規
模
地

震
時
医
療
活
動
訓
練
」
が
行
わ
れ
た
と

記
さ
れ
て
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は

町
民
に
と
っ
て
も
心
強
い
し
、
地
域
の

病
院
と
し
て
も
と
て
も
誇
り
に
思
え
る

こ
と
。
本
当
に
良
い
病
院
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ブ
ロ
グ
は
、
特
に
若
い
世
代
に
は
あ

ま
り
読
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
有
効
活
用
し
、
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
で
、
総
合
病
院

で
働
く
と
い
う
入
口
、
人
材
確
保
に
つ

な
が
る
も
の
と
思
う
が
、
今
後
の
取
組

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
関
口
）

Ａ
   大
規
模
地
震
時
医
療
活
動
訓
練
を

評
価
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
あ
り
が

た
い
。
一
方
で
広
く
一
般
町
民
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念
に
思
う
。

今
後
は
、
当
院
の
情
報
発
信
の
仕
方
を

検
討
し
た
い
。（
総
合
病
院
事
務
長
）

Ｑ
   町
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
以
外
に
手
助
け
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
。
病
院
の
情
報
発
信
等
を
専
門
的
に

行
う
人
材
の
確
保
等
の
人
的
支
援
は
で

き
な
い
か
。（
赤
井
）

Ａ
   お
金
だ
け
で
な
く
と
い
う
の
は
、

そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。
病
院
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。（
町
長
）
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一般質問とは？

　町の仕事の全てを問いただし、自由

な意見を述べ、それについて町の公式

見解を引き出すことのできる機会。

　華やかであるが「力量」が問われる。

※今回５人の議員が質問をしました。質問した議員本人が原稿を書いています。

と
考
え
る
。

　
た
だ
し
、
宣
言
は
単
な
る
言
葉
に
と

ど
ま
る
も
の
で
は
ダ
メ
で
、
具
体
的
な

行
動
計
画
や
施
策
と
連
動
す
る
こ
と
に

意
義
が
有
る
と
認
識
は
し
て
い
る
が
現

時
点
で
全
庁
的
な
研
究
や
体
制
は
整
っ

て
い
な
い
。

　
今
後
は
、
町
民
の
理
解
と
協
働
を
得

ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、

差
別
の
無
い
町
の
実
現
に
向
け
た
行
動

計
画
を
策
定
し
、
適
切
な
宣
言
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

 問
 
　「
全
庁
的
な
研
究
体
制
が
ま
だ

…
」
と
の
答
弁
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の

辺
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
？
人
選
を
含

め
た
供
中
身
僑
の
議
論
は
始
ま
っ
て
い

る
の
か
？
そ
れ
と
も
、
ま
だ
言
葉
だ
け

で
「
研
究
体
制
を
作
っ
て
、
広
く
議
論

し
た
い
」
と
い
う
程
度
な
の
か
、
現
場

で
の
進
捗
状
況
を
重
ね
て
伺
う
。

 総
務
課
長
　
今
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の

所
管
に
お
い
て
担
当
分
野
ご
と
（
例
え

ば
障
が
い
者
差
別
禁
止
法
の
周
辺
や
男

女
共
同
参
画
の
部
分
等
）
に
取
組
を

行
っ
て
い
る
。
全
体
を
捉
え
て
の
協
議
、

議
論
を
す
る
体
制
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

 問
 
　
町
長
、
今
の
答
弁
か
ら
す
る
と

目
標
（
差
別
を
無
く
す
）
に
向
か
っ
て

行
く
姿
勢
を
高
ら
か
に
示
す
『
宣
言
』

を
先
に
し
た
方
が
役
場
内
で
の
議
論
形

成
は
、
し
や
す
く
成
る
の
で
は
な
い
の

か
。
　
今
回
の
定
例
会
で
、
こ
の
質
問
を
選

ん
だ
背
景
を
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

 三  澤 　 公  雄  議員
み さわ きみ お 問

 
　
私
は
、
こ
れ
ま
で
に
２
度
『
差

別
の
無
い
町
』
宣
言
が
で
き
な
い
の

か
？
と
町
長
に
質
し
た
。
そ
の
都
度
、

「
前
向
き
な
答
弁
を
貰
っ
て
い
る
」
と

思
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
を

伺
う
。

 町
長
 

当
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
障
が

い
者
差
別
禁
止
や
女
性
の
活
躍
推
進
に

係
る
取
組
を
進
め
る
と
共
に
多
様
な
性

の
あ
り
方
へ
の
理
解
を
深
め
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
人
権
に

関
す
る
啓
発
を
し
て
き
た
。

　
特
に
当
町
に
は
、
７
月
末
現
在
約
　５００

名
の
外
国
籍
の
方
々
が
暮
ら
し
て
お
り
、

今
後
更
に
異
な
る
文
化
や
考
え
方
を
認

め
合
う
多
文
化
共
生
の
意
識
を
醸
成
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
共
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
築
く
た
め

に
も
、
差
別
や
偏
見
を
許
さ
な
い
と
い

う
姿
勢
を
明
確
に
示
す
こ
と
は
不
可
欠

　
な
ぜ
９
月
１
日
が
「
防
災
の
日
」
な

の
か
、
そ
れ
は
関
東
大
震
災
と
い
う
大

災
害
を
教
訓
と
す
る
た
め
に
選
ば
れ
た

日
で
あ
る
。
関
東
大
震
災
で
多
く
の
犠

牲
者
が
出
た
が
、
震
災
関
連
と
は
一
線

を
画
す
犠
牲
者
も
沢
山
、
発
生
し
て
い

る
。
デ
マ
を
元
に
し
た
主
に
朝
鮮
出
身

者
へ
の
差
別
攻
撃
で
あ
る
。
虐
殺
と
い

う
文
言
を
当
て
る
場
合
も
多
い
と
思
う
。

今
、
こ
の
こ
と
を
「
無
か
っ
た
」
こ
と

に
し
た
い
方
々
に
よ
る
歴
史
修
正
が

堂
々
と
行
わ
れ
る
世
の
中
に
な
っ
て
来

て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
う
い
う
主
張
を

し
て
い
る
政
党
が
こ
の
夏
の
参
院
選
で
、

こ
の
八
雲
町
で
　
票
以
上
の
投
票
を
得

８００

た
事
実
に
強
い
危
機
感
を
感
じ
た
。
な

の
で
、
こ
こ
で
堂
々
と
差
別
の
無
い
町

宣
言
を
す
る
、
そ
し
て
そ
の
宣
言
に
相

応
し
い
行
動
が
、
同
時
で
も
後
か
ら
で

で
も
示
し
て
い
く
事
が
、
今
の
時
代
だ

か
ら
必
要
だ
と
思
い
質
問
し
た
。

 町
長
 

議
員
の
言
わ
れ
る
と
お
り
、

ま
ず
宣
言
を
し
て
、
そ
の
後
に
少
し
ず

つ
や
っ
て
い
く
方
法
も
担
当
課
と
相
談

し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

 総
務
課
長
　「
差
別
の
無
い
町
宣
言
」

に
よ
っ
て
何
が
変
わ
る
の
か
、
を
町
民

に
示
す
事
を
セ
ッ
ト
に
し
た
い
の
が
本

音
だ
が
、
目
の
前
の
議
論
を
聴
い
て
悩

ん
で
い
る
。

　
担
当
課
を
集
め
て
宣
言
の
可
能
性
や

進
め
方
を
議
論
し
て
み
た
い
と
思
う
。

Ｑ
　
八
雲
町
は
差
別
の
無
い
町

に
な
れ
な
い
の
か
？



町政を問う

〔 ９ 〕 令和7年12月号

 赤  井 　 睦  美  議員
あか い むつ み 問

 
　
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
地
震
に

よ
る
津
波
警
報
が
日
本
に
も
発
表
さ
れ

て
、
浸
水
区
域
の
多
く
の
方
が
避
難
し

た
。

　
各
避
難
所
と
そ
れ
以
外
の
区
域
、
そ

し
て
、
災
害
対
策
本
部
に
お
い
て
見
え

た
現
状
と
課
題
は
？

 町
長
 

今
回
は
、
避
難
所
と
し
て
指

定
し
て
い
な
い
施
設
に
避
難
、
避
難
の

必
要
が
な
い
地
域
か
ら
の
避
難
、
要
援

護
者
の
避
難
支
援
、
国
道
・
道
道
及
び

高
速
道
路
の
交
通
規
制
、
商
店
や
事
業

者
の
閉
店
な
ど
か
ら
飲
み
物
や
食
料
の

調
達
に
支
障
が
出
た
。
ま
た
、
自
動
車

に
よ
る
避
難
者
が
多
く
、
駐
車
場
の
確

保
や
避
難
誘
導
看
板
の
必
要
性
を
感
じ

た
。
今
回
は
平
日
の
日
中
の
津
波
警
報

だ
っ
た
が
、
職
員
の
安
全
確
保
に
配
慮

し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
人
員
で
災
害
対

応
に
当
た
る
こ
と
の
厳
し
さ
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
れ
が
休
日
や
夜
中
な
ら

職
員
の
参
集
も
難
し
く
、
避
難
所
の
開

設
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
陥
る
の

で
は
と
、
改
め
て
地
震
・
津
波
災
害
の

厳
し
さ
を
実
感
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
自
分
自
身
と
家

族
の
命
と
安
全
を
守
る
自
助
の
意
識
、

そ
の
上
で
近
所
の
人
達
と
支
え
合
う
共

助
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
た

い
。
日
頃
か
ら
各
家
庭
や
職
場
、
学
校

等
で
災
害
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
水
や

食
料
等
の
備
え
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
落
部
地
域
に
も
大
き
い
駐
車
場
で
避

難
で
き
る
場
所
は
必
要
で
、
そ
う
い
う

所
に
消
防
署
が
あ
っ
て
も
良
い
と
考
え
、

落
部
の
消
防
署
の
建
設
に
関
し
て
は
、

今
後
十
分
協
議
、
議
論
し
て
い
く
。

 問
 
　
今
、
自
治
体
病
院
の
９
割
が
赤

字
だ
と
い
う
報
道
も
あ
る
が
、
八
雲
町

の
病
院
も
例
外
で
な
い
。
電
気
代
や
物

価
の
高
騰
に
よ
る
影
響
、
近
隣
町
を
含

む
人
口
減
少
、
内
科
医
不
足
も
大
き
く

影
響
し
て
い
る
と
思
う
。
し
か
し
、
今

の
ま
ま
の
国
の
方
針
で
は
、
地
方
が
ど

ん
な
に
頑
張
っ
て
も
自
治
体
病
院
を
こ

の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
不
可

能
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。
町
長
は
じ

め
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
み
ん
な
は
、
ず
っ

と
以
前
か
ら
医
師
や
各
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
、
患
者
輸
送
バ
ス
導
入
の
検
討
、
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
様
々
な
努
力
を
し
て
い

る
こ
と
は
、
み
ん
な
が
理
解
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
も
う
自
治
体
の
努
力
だ
け

で
は
限
界
に
き
て
い
る
と
思
う
。
町
長

は
今
ま
で
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、　１０

年
後
も
　
年
後
も
頼
ら
れ
る
病
院
で
い

２０

る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
必

要
だ
と
考
え
る
か
？

 町
長
 

地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の

機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
医
師
を

は
じ
め
と
す
る
医
療
従
事
者
の
確
保
は

重
要
。
と
り
わ
け
常
勤
医
師
の
確
保
が

Ｑ
 津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
見
え
た
現
状
と
課
題
は
？

進
ま
な
い
中
、
診
療
維
持
を
出
張
医
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
り
、
極

め
て
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
。
現
在
、

一
般
会
計
か
ら
の
多
額
な
繰
入
金
に
よ

り
何
と
か
維
持
さ
れ
て
き
た
が
、
な
お

余
り
あ
る
巨
額
の
損
失
を
計
上
す
る
経

営
体
質
に
陥
っ
て
い
る
現
状
。
こ
の
現

状
を
国
や
関
係
団
体
に
何
度
も
訴
え
て

い
る
が
、
な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え

な
い
。

　
常
勤
医
師
の
確
保
に
は
新
幹
線
開
業

が
一
番
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
２
０
３

０
年
に
新
幹
線
が
開
業
し
な
か
っ
た
の

は
大
打
撃
。
財
政
に
つ
い
て
は
、
こ
こ

数
年
は
　
億
円
あ
る
と
行
け
る
と
思
う

２０

が
、
診
療
報
酬
が
変
わ
っ
た
り
、
医
療

自
体
の
環
境
が
良
く
な
ら
な
け
れ
ば
、

そ
の
後
は
わ
か
ら
な
い
。

　
自
分
は
、
本
当
に
財
政
が
厳
し
く

な
っ
た
ら
、
町
長
の
給
与
を
半
分
に
し

て
も
守
る
覚
悟
は
あ
る
が
、
赤
井
議
員

に
も
そ
う
し
た
覚
悟
は
あ
る
か
？

Ｑ
　病
院
を
維
持
す
る
に
は



令和7年第3回定例会 一 般 質 問

〔 １０ 〕令和7年12月号

早急に対応を！

主
体
的
に
設
置
す
る
こ
と
が
難
し
い
の

で
あ
れ
ば
、
関
係
団
体
へ
の
働
き
か
け

や
そ
の
時
期
前
後
に
献
花
台
を
設
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

 町
長
 

自
治
体
が
慰
霊
碑
を
設
置
す

る
事
例
は
、
戦
争
や
地
震
・
津
波
な
ど

の
大
規
模
災
害
な
ど
の
よ
う
に
、
地
域

全
体
に
影
響
が
及
ん
だ
場
合
に
多
く
見

ら
れ
る
。

個
別
の
交
通
事
故
に
つ
い
て
は
、
遺
族

や
関
係
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
建
立
し
、

自
治
体
は
設
置
場
所
の
提
供
や
維
持
管

理
に
協
力
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、

実
際
に
八
雲
町
に
現
在
設
置
さ
れ
て
い

る
慰
霊
碑
や
交
通
安
全
祈
願
塔
に
つ
い

て
も
、
遺
族
の
方
々
や
交
通
安
全
団
体

が
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
町
が
主
体
と
な
っ
て
慰

霊
碑
を
建
立
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。
た
だ
、
交
通
安
全
団
体
や

遺
族
の
方
な
ど
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、

相
談
に
は
応
じ
る
と
い
う
こ
と
で
理
解

し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
 国
道
沿
い
に
慰
霊
碑
を
建
立
で
き
な
い
か
？

 問
 
　
野
田
生
の
国
道
で
ト
ラ
ッ
ク
と

バ
ス
が
衝
突
し
、
５
人
が
死
亡
し
た
悲

惨
な
交
通
事
故
か
ら
今
年
の
６
月
　
日
１８

で
２
年
が
経
っ
た
。
遺
族
の
皆
さ
ん
の

悲
し
み
は
、
未
だ
癒
え
て
い
な
い
と
思

う
。

　
浜
松
の
国
道
沿
い
に
は
、
交
通
事
故

で
亡
く
な
っ
た
方
の
慰
霊
碑
が
建
立
さ

れ
て
い
る
。
東
野
や
バ
イ
パ
ス
入
口
付

近
に
も
、
同
様
の
物
が
存
在
す
る
。
事

故
の
内
容
や
設
置
者
に
違
い
は
あ
る
が
、

遺
族
の
方
々
が
毎
年
お
参
り
で
き
る
よ

う
に
、
ま
た
、
町
内
外
へ
の
交
通
安
全

の
象
徴
と
し
て
、
八
雲
町
と
し
て
慰
霊

碑
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
自
治
体
が

 問
 
　
物
価
高
騰
が
止
ま
ら
な
い
。

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
は
、　

歳
７５

以
上
の
町
民
税
非
課
税
世
帯
と
障
が
い

の
あ
る
方
に
１
万
２
千
円
。
高
齢
者
等

入
浴
料
助
成
事
業
は
、
満
　
歳
以
上
の

６５

高
齢
者
と
各
種
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方

に
年
間
　
枚
、
１
回
　
円
。
寝
た
き
り

２４

２００

高
齢
者
等
紙
お
む
つ
利
用
券
給
付
事
業

は
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
限
り
月
額

５
千
円
の
利
用
券
を
給
付
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
物
価
は
上
が
り
、
年
金
は

増
え
な
い
中
で
生
活
が
圧
迫
さ
れ
て
い

る
現
状
に
あ
る
。「
福
祉
の
町
・
八
雲
」と

し
て
こ
れ
ら
の
金
額
の
引
き
上
げ
、
対

象
の
拡
充
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

 町
長
 

町
で
は
、
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
、
物
価
高
騰
支
援
給
付
金
の
給
付

や
、
ひ
ま
わ
り
商
品
券
の
発
行
な
ど
支

援
を
し
て
い
る
。

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
、
高
齢
者

等
入
浴
料
助
成
事
業
、
寝
た
き
り
高
齢

者
等
お
む
つ
利
用
券
給
付
事
業
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
が
あ
る
方
へ
、
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
拡
充
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
町
民
の
生
活
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
、
財
政
の
健
全
性
も
考
慮

し
、
継
続
可
能
な
制
度
設
計
を
図
っ
た

上
で
、
必
要
な
判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
財
政
状
況
や
国
・
道
の
支
援
策

の
動
向
を
踏
ま
え
判
断
を
し
て
い
く
。

 問
 
　
止
ま
ら
な
い
物
価
高
騰
に
、
年

金
生
活
者
や
生
活
保
護
で
生
活
し
て
い

る
方
は
、
窮
々
と
し
て
い
る
。

　
町
長
は
、
検
討
し
判
断
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
だ
が
、
年
内
に
そ
の
結
果
を

検
討
し
て
、
常
任
委
員
会
の
方
に
も
提

示
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
そ

う
い
う
ス
ピ
ー
ド
感
に
つ
い
て
は
い
か

が
か
。

 町
長
 

町
と
し
て
も
こ
の
数
ケ
月
前

か
ら
物
価
対
策
は
し
っ
か
り
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
幾
度
も
協
議

を
し
て
い
る
。
現
金
給
付
が
良
い
の
か
、

商
工
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
の
商

品
券
が
良
い
の
か
、
ど
ん
な
形
が
良
い

の
か
を
協
議
し
、
議
会
の
常
任
委
員
会

に
も
相
談
し
な
が
ら
、
こ
の
物
価
対
策

は
し
っ
か
り
と
や
る
べ
き
と
考
え
る
。

 佐  藤 　 智  子  議員
さ とう とも こ

Ｑ
　物
価
高
騰
に
見
合
う

引
き
上
げ
を
！



町政を問う

〔 １１ 〕 令和7年12月号

 横  田  喜  世  志 議員
よこ た き よ し 問

 
　
７
月
　
日
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
沖

３０

地
震
で
津
波
警
報
が
出
さ
れ
、
太
平
洋

側
６
，
７
７
５
世
帯
に
避
難
指
示
が
出

さ
れ
た
。
八
雲
町
で
は
避
難
所
が
７
箇

所
開
設
さ
れ
た
が
、
よ
り
高
い
所
へ
避

難
さ
れ
た
方
々
も
多
数
い
た
。
今
回
を

教
訓
と
し
て
検
証
・
調
査
途
中
だ
と
思

う
が
、
情
報
伝
達
の
迅
速
化
、
高
台
に

避
難
し
た
場
合
の
安
全
対
策
、
現
場
作

業
中
住
民
の
避
難
所
受
入
態
勢
な
ど
現

時
点
で
の
改
善
点
が
あ
れ
ば
伺
う
。

 町
長
 

津
波
警
報
の
発
令
を
受
け
、

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
避
難
所
を

開
設
す
る
と
と
も
に
、
情
報
収
集
と
避

難
者
の
対
応
に
あ
た
っ
た
。
防
災
行
政

無
線
等
に
よ
り
高
台
へ
の
避
難
を
呼
び

か
け
た
と
同
時
に
役
場
に
電
話
が
殺
到

し
、
膨
大
な
問
い
合
わ
せ
の
対
応
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
時
間
と
マ
ン
パ
ワ
ー
を

奪
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
初
動
体
制
に
災
害
対
策
本
部
の
役
割

分
担
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
で
明
確
化
し
、

定
期
的
に
職
員
訓
練
を
行
う
ほ
か
、
北

海
道
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た

情
報
発
信
の
自
動
化
を
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
徒
歩
、
自
動
車
避
難
の
あ
り

方
、
避
難
所
の
環
境
改
善
等
の
課
題
も

認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
防
災
会
議
を

開
催
し
、
関
係
機
関
と
多
角
的
な
視
点

で
検
証
作
業
を
進
め
、
課
題
を
一
つ
一

つ
改
善
し
て
い
く
。
町
民
の
皆
様
に
お

い
て
も
、
自
分
と
家
族
の
命
を
守
る
自

助
の
意
識
、
共
助
の
重
要
性
を
再
認
識

し
て
、
平
時
か
ら
の
備
え
を
お
願
い
し

た
い
。

 問
 
　
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
８

年
度
よ
り
全
国
の
自
治
体
で
本
格
実
施

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
八
雲
町

の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
伺

う
。

 町
長
 

今
後
、
町
内
保
育
施
設
等
と

意
見
交
換
し
、
来
年
３
月
の
第
１
回
定

例
会
に
条
例
案
を
上
程
し
、
議
決
後
、

事
業
者
を
募
集
す
る
予
定
。

　
ま
た
、
並
行
し
て
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
４
月
か
ら
事
業
実
施
が
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
く
が
、
運
営
基
準
に
よ

り
新
た
な
保
育
所
の
配
置
が
必
要
で
あ

り
、
人
材
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
も
あ
る
。

 問
 
　
施
行
に
向
け
、
園
等
と
話
を
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
園
側
と
し
て
、
余

分
に
一
人
常
駐
さ
せ
る
体
制
が
と
れ
る

の
か
。

 町
長
 

国
か
ら
の
負
担
金
の
額
が
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
園
等
を
支
援
す
る

事
業
や
、
保
育
士
を
確
保
す
る
支
援
策

を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
　子
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
に
つ
い
て

Ｑ
 防
災
に
つ
い
て

議会を傍聴してみませんか
次の議会は、

令和７年第４回定例会
12月11日（木）午前10時から

開会の予定です。
お気軽に足を運んでみてください。
YouTubeで映像配信もします
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の
裾
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
避
難
指
示
発
令
に
よ
り
、
ほ
か

の
地
域
で
は
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
、

対
応
に
追
わ
れ
た
と
聞
い
た
。
八
雲
町

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

 課
長
 

役
場
の
回
線
が
　
回
線
あ
る

１０

が
、
ほ
と
ん
ど
電
話
が
鳴
り
っ
ぱ
な
し

で
、
ど
こ
に
逃
げ
た
ら
い
い
の
か
、
そ

も
そ
も
逃
げ
た
ほ
う
が
い
い
の
か
な
ど

八
雲
町
に
判
断
を
委
ね
る
よ
う
な
内
容

や
、
車
を
持
っ
て
い
な
い
が
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
。
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
多

く
か
か
っ
て
き
た
。

 問
 
　
電
話
殺
到
の
要
因
は
町
民
の
意

識
の
部
分
か
と
思
う
。
意
識
改
革
を
し

て
い
く
活
動
、
何
か
あ
っ
た
時
の
避
難

所
開
設
、
運
営
を
町
民
自
ら
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う
、
防
災
マ
ス

タ
ー
な
ど
と
、
連
携
し
て
ほ
し
い
。

 町
長
 

危
機
対
策
課
は
交
通
も
担
当

し
て
お
り
、
職
員
不
足
は
認
識
し
て
い

る
。
や
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
く
。

 問
 
　
問
題
点
の
把
握
は
町
民
か
ら
直

接
聞
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

災
害
対
応
に
あ
た
っ
た
職
員

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
管
理
職
員
に
よ
る

検
証
会
議
、
ま
た
、
北
海
道
防
災
士
会

道
南
ブ
ロ
ッ
ク
の
協
力
の
も
と
、
町
民

向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
中
。
今
後
、

防
災
会
議
を
開
催
し
、
浮
か
び
上
が
っ

た
課
題
を
一
つ
一
つ
改
善
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
災
害
時
に
自
分
自
身
と
家
族
の
命
と

安
全
を
守
る
自
助
の
意
識
と
人
と
支
え

あ
う
共
助
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
、

町
と
し
て
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
防
災
人
材
の
育
成
や
自
主
防
災
活
動

に
積
極
的
に
支
援
を
行
い
、
防
災
活
動

 問
 
　
生
活
圏
に
入
っ
て
く
る
ヒ
グ
マ

目
撃
情
報
が
相
次
ぐ
中
、
町
は
町
民
へ

の
注
意
喚
起
を
行
い
な
が
ら
対
策
を
講

じ
て
い
る
が
、
人
慣
れ
や
大
き
な
音
も

効
果
な
く
、
人
を
怖
が
ら
な
い
ヒ
グ
マ

に
対
し
、
ま
す
ま
す
危
険
性
が
身
近
に

迫
っ
て
お
り
、
ハ
ン
タ
ー
の
負
担
も
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
町
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

 町
長
 

ヒ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が
寄
せ

ら
れ
た
際
に
は
ヒ
グ
マ
出
没
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
「
ひ
ぐ
ま
っ
ぷ
」
に
掲
載
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
、
状
況
に
よ

り
注
意
喚
起
の
看
板
設
置
や
警
察
、
農

協
、
教
育
委
員
会
等
の
関
係
機
関
へ
情

報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。
市
街
地
周
辺

な
ど
緊
急
性
が
高
い
場
合
は
、
警
察
と

連
携
し
て
周
辺
住
民
へ
の
注
意
喚
起
を

行
い
、
町
公
式
ラ
イ
ン
や
防
災
無
線
を

活
用
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
農
作

物
被
害
が
あ
っ
た
場
合
や
人
的
被
害
が

懸
念
さ
れ
る
場
合
に
は
、
箱
ワ
ナ
に
よ

る
捕
獲
や
銃
器
に
よ
る
駆
除
を
行
っ
て

い
る
。
ヒ
グ
マ
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た

め
に
は
ヒ
グ
マ
を
人
里
に
近
づ
か
せ
な

い
こ
と
が
重
要
。
電
気
柵
設
置
の
普
及

促
進
な
ど
を
行
い
ヒ
グ
マ
が
出
没
し
に

く
い
環
境
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
市
街

地
で
の
出
没
に
備
え
、
道
や
警
察
、
ハ

ン
タ
ー
と
の
連
携
の
一
層
強
化
や
出
没

対
応
訓
練
を
行
う
な
ど
、
地
域
住
民
の

安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 問
 
　
ク
マ
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
、
電
気
柵
は
有
効
だ
と
思
う
が
、
広

い
農
地
等
は
、
費
用
や
管
理
費
の
負
担

が
大
き
く
、
設
置
が
難
し
い
と
い
う
声

を
聴
く
。
更
な
る
補
助
の
考
え
は
あ
る

か
。
 課
長
 

も
う
少
し
補
助
を
手
厚
く
で

き
る
よ
う
に
担
当
課
と
相
談
し
た
い
。

 問
 
　
ハ
ン
タ
ー
の
銃
刀
法
違
反
に
よ

る
行
政
処
分
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
環
境
省
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
で

示
さ
れ
る
と
思
う
が
、
そ
の
時
は
迅
速

な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

 町
長
 

生
活
圏
に
侵
入
し
た
ク
マ
に

よ
り
人
の
生
命
・
身
体
に
危
険
が
及
ぶ

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
市
町
村
長
の
判
断

に
よ
り
銃
器
を
用
い
た
捕
獲
を
行
う
こ

と
に
な
る
た
め
、
専
門
的
知
識
を
学
ぶ

勉
強
会
も
必
要
と
考
え
る
。
北
海
道
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
警
察
、
ハ
ン
タ
ー

と
も
連
携
を
と
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

 倉  地 　 清  子 議員
くら ち きよ こ

Ｑ
　増
え
る
ヒ
グ
マ
被
害
に
、
町
は
住
民
の
安
心
と

ハ
ン
タ
ー
の
負
担
へ
の
対
応
は
！

Ｑ
 避
難
指
示
を
発
令
し
て
課
題
を

　
　
　
　
　
　
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
の
か
！
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株式会社青年舎の経営状況 株式会社木蓮の経営状況
　令和６年度は、本社部門として八雲町の企業版ふ
るさと納税に係る事務を中心とした業務を受託し、
その結果11社／104万9千円の受託手数料を収入源と
した他、八雲高校ビジネス科と連携した「八びす
商店」でご当地みやげ「二味貝クッキー」の考案、
制作依頼、町内イベントでの限定販売を行い、1万
7千円の収入となった。
　また、八雲商工会と連携した「合同企業説明会」
を高校生及び一般向けに開催するなど多様な活動を
行ったが、人件費等の販売管理費の増により1, 195
万6千円の当期純損失となった。
　丘の駅部門は、町から指定管理を受託している八
雲町情報交流物産館「丘の駅」の運営を担い、店舗
での物販の外、デッキ販売や各種イベントへの積極
的参加により、売上が1億1, 415万3千円と過去最高
となり、1, 565万円の当期純利益となった。観光・
交流促進部門については、前期に整備したサウナ・
ドームテントなどキャンプ関連活用の増加による団
体の受け入れに繋がり、18万4千円の当期純利益と
なった。
　本部門は、これまでのノウハウや継続的な事業推
進を図るため、令和７年度から独立・創業している。
連結決算においては、「丘の駅」の営業実績が大幅
に向上されたことにより279万円の当期純利益とな
った。

　令和６年度は、飼料等の資材価格の高騰による生
産コストが高止まりする中、畜産経営への影響を緩
和するため、飼料の共同購入や入札等による飼料仕
入単価の低減、和牛受精卵の増産による副産物収入
の確保、高能力牛群の整備による増頭、増産を推進
してきた。
　また、酪農畜産関係機関による経営分析・診断を
受け、財務状況や財務指標の標準的な水準を把握し、
経営改善に向けた取組みを実施した結果、191万6千
円の当期純利益となった。

第３回定例会　令和７年度一般会計補正予算

補正の主な内容

4,867万2千円を追加
［補正後の総額を158億9,665万8千円］

　第３回定例会は、９月４日から９月11日までの会期で開かれました。
　補正予算、条例改正、専決処分の報告など追加議案を含め、議案９件、報告５件、
同意１件、認定９件、発委３件、発議４件を審議し、いずれも可決しました。

◯多機能型交流施設新築工事実施設計業務委託料　1, 343万1千円
◯八雲町リサイクルセンター火災復旧工事実施設計業務委託料他　2, 443万9千円
◯障がい者医療費、障がい児入所給付費等の国庫負担金及び道負担金の過年度分返還金　608万7千円
◯議員報酬　303万5千円

《８月》

　　７日 総務経済常任委員会

　　２１日 総務経済常任委員会

　　　　 文教厚生常任委員会

《９月》

　　１日 議会運営委員会

４～１１日 第３回定例会

　　４日 総務経済常任委員会

　　５日 文教厚生常任委員会

　　１１日 総務経済常任委員会

　　　　 議会運営委員会

　　１８日 文教厚生常任委員会

《１０月》

　　９日 全員協議会

　　２７日 会派代表者会議

　　　　 全員協議会　　　

　　３０日 会派代表者会議

《１１月》

　　４日 会派代表者会議　　

　　　　 全員協議会

　　１１日 臨時会（初議会）

　　　　 総務経済常任委員会

　　　　 文教厚生常任委員会

　　　　 広報広聴常任委員会

　　　　 議会運営委員会

　　　　 全員協議会

　　２０日 総務経済常任委員会

　　　　 文教厚生常任委員会

　　　　 広報広聴常任委員会

　　　　 議会運営委員会

議会のうごき
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定例会・臨時会議件一覧

令和７年第３回定例会（令和７年９月４日～１１日）

令和６年度八雲町国民健康保険事業特別会計歳入
歳出決算認定について

認定第２号
八雲町病院事業の設置等に関する条例の一部を改
正する条例

議案第１号

令和６年度八雲町後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定について

認定第３号北海道市町村総合事務組合規約の変更について議案第２号

令和６年度八雲町介護保険事業特別会計歳入歳出
決算認定について

認定第４号
北海道市町村職員退職手当組合規約の変更につい
て

議案第３号

令和６年度八雲町水道事業会計決算認定について認定第５号
北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変
更について

議案第４号

令和６年度八雲町熊石地域簡易水道事業会計決算
認定について

認定第６号
令和６年度八雲町下水道事業会計剰余金の処分に
ついて

議案第５号

令和６年度八雲町下水道事業会計決算認定につい
て

認定第７号
令和６年度八雲町農業集落排水事業会計剰余金の
処分について

議案第６号

令和６年度八雲町農業集落排水事業会計決算認定
について

認定第８号令和７年度八雲町一般会計補正予算（第３号）議案第７号

令和６年度八雲町病院事業会計決算認定について認定第９号
令和７年度八雲町介護保険事業特別会計補正予算
（第１号）

議案第８号

八雲町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例

発委第１号令和７年度八雲町一般会計補正予算（第４号）議案第９号

八雲町ケアラー支援の推進に関する条例発委第２号
専決処分の報告について（損害賠償額の決定につ
いて）

報告第１号

国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見
書

発委第３号
専決処分の報告について（損害賠償額の決定につ
いて）

報告第２号

ＯＴＣ類似薬の保険適用除外を行わないことを求
める意見書

発議第１号
専決処分の報告について（損害賠償額の決定につ
いて）

報告第３号

ゆとりある教育環境を実現する意見書発議第２号株式会社青年舎の経営状況の報告について報告第４号

高等教育の学費軽減・奨学金返済の負担軽減を求
める意見書

発議第３号株式会社木蓮の経営状況の報告について報告第５号

将来にわたり安全安心な医療・介護制度の提供を
求める意見書

発議第４号
八雲町教育委員会委員の任命に関し同意を求める
ことについて

同意第１号

議員派遣の件
令和６年度八雲町一般会計歳入歳出決算認定につ
いて

認定第１号

令和７年第３回臨時会（令和７年１１月１１日）

八雲町監査委員の選任に関し同意を求めることに
ついて

同意第１号財産の取得について議案第１号

八雲町副町長の選任に関し同意を求めることにつ
いて

同意第２号令和７年度八雲町一般会計補正予算（第５号）議案第２号

千
　
葉
　
　
　
隆

黒
　
島
　
竹
　
満

能
登
谷
　
正
　
人

斎
　
藤
　
　
　
實

安
　
藤
　
辰
　
行

牧
　
野
　
　
　
仁

三
　
澤
　
公
　
雄

倉
　
地
　
清
　
子

宮
　
本
　
雅
　
晴

関
　
口
　
正
　
博

大
久
保
　
建
　
一

横
　
田
　
喜
世
志

佐
　
藤
　
智
　
子

赤
　
井
　
睦
　
美

採決結果議　　　　　件　　　　　名

○欠○○○○○○○○××○原案可決令和７年八雲町一般会計補正予算（第４号）議案第９号

○欠○○○○○○○○××○原案可決
八雲町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例

発委第１号

○欠○××○○○××○○○原案可決
高等教育の学費軽減・奨学金返済の負担軽減を求
める意見書

発議第３号

賛成　〇　　反対　×　

※議長は、賛否同数の場合にその可否を決定します。

　　　　　第１回定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）
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常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員常任委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
　　　ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活の活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
令和７年８月から１０月の

各常任委員会の活動です。

【
総
合
病
院
か
ら
の
報
告
よ
り
】

　
医
療
機
関
に
お
け
る
病
床
削
減
に
対

す
る
国
か
ら
の
給
付
金
の
内
示
が
あ
っ

た
が
、
一
医
療
機
関
当
た
り
　
床
を
上

１０

限
、
令
和
５
年
度
か
ら
２
年
連
続
赤
字

の
医
療
機
関
、
令
和
７
年
９
月
　
日
ま

３０

で
の
間
に
病
床
削
減
と
い
う
条
件
が
示

さ
れ
た
。
中
央
６
階
病
棟
が
現
状
運
用

さ
れ
て
な
く
、
南
２
階
病
棟
も
稼
働
状

況
は
５
割
か
ら
６
割
程
度
に
加
え
、
内

文
教
厚
生

科
常
勤
医
師
の
確
保
は
極
め
て
困
難
な

状
況
か
ら
、
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
国
が

定
め
る
給
付
条
件
の
　
床
の
削
減
を
進

１０

め
る
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
受
け
ら
れ
る
給
付

金
は
４
，
１
０
４
万
円
。
削
減
に
よ
る

影
響
は
な
く
、
削
減
後
の
病
床
数
は
　３００

床
と
な
る
。

　
開
院
当
時
よ
り
入
院
時
の
食
事
提
供

は
直
営
を
維
持
し
、
き
め
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
が
、
数
年
前
よ

り
調
理
員
の
確
保
が
困
難
を
極
め
、
さ

ら
に
管
理
栄
養
士
の
確
保
に
つ
い
て
も

非
常
に
厳
し
い
こ
と
か
ら
苦
渋
の
決
断

で
、
Ｒ
８
年
度
か
ら
　
調
理
部
門
を
外

部
委
託
と
す
る
。
委
託
期
間
は
３
年
間
。

業
務
委
託
業
者
の
選
定
は
、
現
在
近
隣

で
も
実
績
が
あ
る
国
内
大
手
３
社
か
ら

提
案
を
受
け
て
い
る
。
調
理
員
等
の
処

遇
は
で
き
る
限
り
継
続
雇
用
を
望
ん
で

い
る
。　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
町
内
に
お
け
る
食
材
等
の
購

入
は
、
原
則
委
託
業
者
側
の
判
断
と
な

る
が
、
生
鮮
食
料
品
等
一
定
程
度
は
地

元
か
ら
購
入
す
る
よ
う
病
院
側
と
し
て

も
積
極
的
に
働
き
か
け
、
打
診
し
て
い

る
。 

「
手
伝
っ
て
！
」「
疲
れ
た
！
」
と
い
う

発
信
が
で
き
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
文
厚
常
任
委

員
会
で
は
、
ケ
ア
ラ
ー
が
置
か
れ
て
い

る
現
状
と
課
題
、
支
援
条
例
制
定
の
意

義
を
学
び
、
ケ
ア
さ
れ
る
人
も
す
る
人

も
誰
一
人
孤
立
と
す
る
こ
と
な
く
、
自

分
ら
し
く
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
ケ
ア

ラ
ー
支
援
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
条
例
の
制
定
を
通

じ
て
地
域
の
実
態
を
知
り
、
本
当
に

困
っ
て
い
る
方
た
ち
へ
こ
の
条
例
の
趣

旨
を
伝
え
、
公
助
は
も
ち
ろ
ん
、
共
生

共
助
が
で
き
る
八
雲
町
を
目
指
し
、
こ

れ
か
ら
も
具
体
的
な
取
り
組
み
に
繋
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
一
人
で
す
べ
て
の
事
を
成
し
遂
げ
ら

れ
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
困
っ
た
と
き
に

助
け
合
う
の
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
。
こ
の
条
例
に
よ
り
、
す
ぐ
に
解
決

で
き
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
い

つ
で
も
お
互
い
に
支
え
合
え
る
社
会
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
を
策
定
】

　
家
族
が
大
勢
い
た
り
、
地
域
の
共
助

の
力
が
豊
か
だ
っ
た
頃
は
、
高
齢
者
や

心
身
に
障
が
い
を
抱
え
た
方
、
病
気
の

方
の
介
護
や
看
護
は
、
お
互
い
に
交
代

で
支
え
合
い
な
が
ら
行
う
こ
と
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
在
は
核
家
族
化
が
進
み
、

高
齢
化
等
に
よ
り
地
域
の
支
え
合
い
の

力
も
弱
ま
り
、
介
護
や
看
護
に
よ
る
家

族
へ
の
負
担
が
と
て
も
重
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昔
か
ら
「
家
族
の

事
は
家
族
で
」
と
い
う
考
え
方
も
ま
だ

ま
だ
残
っ
て
い
る
た
め
、
介
護
や
看
護

に
疲
れ
果
て
て
い
て
も
「
助
け
て
！
」

互いに支えあえるやさしい町に



〔 １６ 〕令和7年12月号

●
通
学
路
に
お
け
る
自
動
車
の
速
度
抑

制
対
策
に
つ
い
て
（
危
機
対
策
課
）

　
通
学
路
区
間
を
、
抜
け
道
と
し
て
利

用
す
る
自
動
車
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、

速
度
制
限
無
視
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
次
の
と
お
り
対
策
を
講
じ
る
。

①
八
雲
小
学
校
体
育
館
裏
の
町
道

・
可
搬
型
ハ
ン
プ
の
試
験
設
置

・
設
置
期
間
９
月
８
日
～
　
月
　
日

１０

１０

②
八
雲
郵
便
局
付
近
～
共
同
学
童
保
育

所
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
付
近
ま
で

・
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
　
本
の
試
験
設
置

２５

・
設
置
期
間
９
月
上
旬
～
　
月
下
旬

１１

 

●
町
有
地
の
公
売
に
つ
い
て
（
政
策
推

進
課
）

　
山
崎
地
区
に
所
在
す
る
町
有
地
を
太

陽
光
発
電
用
地
と
し
て
活
用
し
た
い
と

い
う
申
し
出
を
受
け
、
一
般
競
争
入
札

の
方
法
で
公
売
に
付
す
る
。

〇
公
売
予
定
面
積
…
約
　
佐
１０５

〇
地
目
…
原
野
、
一
部
雑
種
地

●
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
沖
地
震
で
の
大
津
波

警
報
に
対
す
る
現
時
点
で
の
総
括
（
危

機
対
策
課
）

道
路
等
の
状
況

・
国
道
５
号
線
通
行
規
制
９
時
　
分
～

４０

　
時
　
分
【
森
町
鷲
の
木
～
花
浦
　
・

２２

１０

３１

５
娃
、
八
雲
町
黒
岩
～
長
万
部
町
　
・
２０

３
娃
） 
等

・
高
速
道
路
の
通
行
規
制
　
　
時
７
分

１０

～
　
時
　
分
【
大
沼
　
～
苫
小
牧
中
央

２２

４０

IC

　
） 
 

IC

・
　
７
月
　
日
運
休
、
７
月
　
日
一
部

JR

３０

３１

運
休

避
難
状
況
　

最
大
避
難
人
数
　
人
【
７
月
　
日
　
時

５６９

３０

１３

　
分
現
在
】

４５・
八
雲
小
学
校
　
　
人
・
町
民
セ
ン

１３６

タ
ー
　
人
・
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
　
人
・

２００

６０

山
越
小
学
校
　
人
・
東
野
ふ
れ
あ
い
プ

９０

ラ
ザ
　
人
・
野
田
生
小
学
校
　
人
・
落

１３

６５

部
支
所
　
人
　
・
栄
浜
会
館
５
人
・
そ

１３

の
他
図
書
館
、
相
生
公
園
等
。

●
旧
熊
石
高
校
跡
地
（
行
政
財
産
）
の

貸
付
に
つ
い
て
（
産
業
課
）

　
高
田
晃
太
郎
さ
ん
へ
の
旧
熊
石
高
校

跡
地
の
貸
し
付
け

目
　
的

　
海
洋
深
層
水
を
使
っ
た
塩
づ
く
り
と

ロ
バ
の
放
牧
・
飼
育
。

【
熊
石
塩
づ
く
り
計
画
】

　
海
洋
深
層
水
を
使
っ
た
塩
づ
く
り
の

た
め
、
ロ
バ
を
使
っ
て
海
水
を
工
房
へ

運
び
、
廃
材
を
薪
に
し
て
煮
詰
め
て
で

き
る
塩
を
ロ
バ
に
積
み
北
海
道
、
全
国

を
行
商
し
ま
す
。

総
務
経
済

【
委
員
か
ら
の
意
見
】

・
車
道
の
狭
さ
か
ら
、
交
通
事
故
の
不

安
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
場
所
に
対
策
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
安
堵
し
て
い
る
。
効

果
が
認
め
ら
れ
た
な
ら
、
こ
こ
に
は
常

設
し
て
、
他
の
不
安
箇
所
に
は
試
験
設

置
を
広
げ
て
い
く
べ
き
だ
。

【
委
員
か
ら
の
意
見
】

・
避
難
指
示
を
発
令
し
た
の
だ
か
ら
避

難
行
動
を
し
な
か
っ
た
人
の
把
握
も
必

要
で
は
な
い
か
。
避
難
指
示
情
報
の
入

手
状
況
の
確
認
、
避
難
場
所
以
外
へ
の

避
難
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
周
知
も
含
め
た
「
避
難
行

動
の
習
熟
」
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
誰
も
が
避
難
訓
練
の
必
要
性
を
痛
感

し
た
。

・
幸
い
に
も
大
き
な
被
害
が
無
か
っ
た

の
で
、
多
角
的
に
検
証
し
て
、
今
後
に

活
か
す
べ
し
！
と
の
結
論
と
な
っ
た
。

【
委
員
か
ら
の
意
見
】

・
熊
石
地
区
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
人
材
だ
！

エ
コ
な
製
法
で
作
っ
た
塩
を
ロ
バ
と
売

り
歩
く
暮
ら
し
を
面
白
が
る
方
々
が
沢

山
い
る
の
だ
か
ら
【
Ｘ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
　
・
４
万
人
（
　
年
８
月
現
在
）］

１３

2024

・
計
画
書
も
出
さ
れ
て
本
気
度
が
伝
わ

る
。
是
非
、
応
援
す
る
べ
き
だ
。

ラバーポール 可搬型ハンプ



〔 １７ 〕 令和7年12月号

その他の条例委員等
監査委員 斎　藤　　　實

関　口　正　博
寺　田　広　樹
斎　藤　　　實
横　田　喜世志
倉　地　清　子

南部桧山衛生処理組合議会議員
都市計画審議会委員
民生委員推薦会委員

渡島廃棄物処理広域連合議会議員

【前列右より安藤辰行副委員長・牧野仁委員長・宮本雅晴】
【後列右より黒島竹満・横田喜世志・三澤公雄・水野博美】

【前列右より関口正博副委員長・横田喜世志委員長・斎藤實】
【後列右より寺田広樹・小西雄一・赤井睦美・倉地清子】

【前列右より倉地清子副委員長・三澤公雄委員長・赤井睦美】
【後列右より寺田広樹・関口正博・小西雄一・水野博美】

切磋琢磨し、成長していく議会へ ! より開かれた議会を目指して !

八雲町議会議長　大久保　建　一 八雲町議会副議長　宮　本　雅　晴

八雲町議会　新体制が決まる。

議会運営委員会
委員長
副委員長

赤　井　睦　美
三　澤　公　雄
牧　野　　　仁
横　田　喜世志

委員
委員

総務経済常任委員会
委員長
副委員長

牧　野　　　仁
安　藤　辰　行
黒　島　竹　満
宮　本　雅　晴

委員
委員

横　田　喜世志委員
三　澤　公　雄委員
水　野　博　美委員

文教厚生常任委員会
委員長
副委員長

横　田　喜世志
関　口　正　博
斎　 藤　  　實
赤　井　睦　美

委員
委員

倉　地　清　子委員
小　西　雄　一委員
寺　田　広　樹委員

議会広報広聴常任委員会
委員長
副委員長

三　澤　公　雄
倉　地　清　子
赤　井　睦　美
関　口　正　博

委員
委員

水　野　博　美委員
小　西　雄　一委員
寺　田　広　樹委員



〔 １８ 〕令和7年12月号

嬉

幾

岐

忌

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希

希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希

Ｑ　３期１２年間本当にお疲れ様でした。

　　今のお気持ちは？

　私が就任した当時、総合病院の不祥事、あわびの産地偽
装問題が発生し、相当落ち込みました。しかし、その時に
以前の助役さんが私にこう言いました。「町長、 初めにこ
のような大きな問題が起こるという事は、あなたは大物に
なるということだよ。」と。私は、その時、その言葉の意味
が分かりませんでした。後から考えると、「神様は超えら
れない試練は与えない！」と言われるように、「岩村だから
こそ与えられた試練なんだ。」ということを伝えたかったの
だろうと思いました。結果、当初につらい目に遭いながら
乗り越えたことで、その後にもいろいろなことが起きまし
たが、落ち着いて対応することができました。やはり助役
さんはすごい人だと思いました。
　また、楽しいこともたくさんありました。その中でも名
誉町民である大河原さんとの出会いは、この１２年間の中で
も大きいです。大河原さんの奥さんも女性の経営者では
トップで、財界人との人脈も太くもたれています。いろい
ろな会合に行っても、大河原さんや奥さんの愛子さんを
知っている、交流があるということで、当時の石破総理大
臣、赤沢大臣など、多くの著名人と面識をもつことができ
ました。今では、町長ではなく個人的に岩村克詔の活動に
付き合うと言ってくれています。それは私にとってとても
大きな財産です。
　自分は大した人間ではないけど、出会いによって人は変
わると思います。「類は友を呼ぶ」だから自分で自分の周り
を見れば、自分の今の立場が分かると思っています。
１６年前、町長選に出馬して落選した時には、消極的な気持
ちになっていましたが、「町長でなくても、町のためになる
ことはできる！」と気がつき、社会福祉法人を立ち上げ、 
色々なことを始めました。だから町長を辞めたとしても、
町のために色々なことができると思っているし、町長でな
い分やりやすい面もあります。重いものが外れた感じで視
野も広がったし、この12年間でたくさんの人に巡り合った
ことが本当に「宝」だと思っています。
　また、八雲、 森、 鹿部、七飯、木古内、知内、 函館市
で勉強会を開催し、政策もいろいろ考えました。その仲間
関係も良好で、町長として本当に楽しかったです。
今後、議会の役割はさらに重要になっていくと思います。
町長と議会がお互いに話し合って、みんなで決めた
ら八雲町のために取り組む。町長は責任を取るけど、議会
だってある程度の責任を取ることは必要であると思い
ます。

　これからの八雲町においての大きな課題のひとつは総合
病院です。私は、１期目は、何をやったかというと、予算
書と決算書、病院の会計を全部読み込みました。いろいろ
勉強しましたが、自治体病院は、現状のままでは、絶対赤
字になるということが分かりました。優れた経営者でも医
療は全く別物だと思っています。病院があることで、町民
に安心感が生まれます。福祉の１丁目１番地はやはり病院
だと思っています。だから病院を守るには、やっぱり財政
を守ることが重要。
　経営者の哲学。本当は役場職員にも経営的な感覚が必要
かもしれません。
　今後、私がこれまで取り組んできたウイスキー、ワイ
ン、 サーモンの各事業。これらは、ある程度、退任してか
らもしっかりと責任を持って関わっていきながら、良い方
向に持って行きたい。
　また、ふるさと納税でも、個人としてできることは協力
していきたいと思っています。
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　町民の皆さまの声が聞きたくて、議会を飛び出し町内の色々な団体や

サークルなどの皆さまの声を聞いてみました。

　今回は

3期12年間八雲町政を担った岩村 克詔前八雲町長です。

　営利を目的とする場合を除き、この議
会広報誌をそのまま読むことが困難な方
のために、録音図書・拡大写本等へ複製
することを認めます。
　製作後は八雲町議会事務局（緯０１３７－
６２－２３８８）へご報告ください。

岩村町長３期１２年間の八雲町政のかじ取り、町の
トップセールスマンとしての活躍に心から敬意を
表します。
本当にありがとうございました。


